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研究成果の概要（和文）： 

1. シナリオ言語 SCEL で記述された 2つの異なるシナリオ(シナリオ Aとシナリオ B)を入力
として 2つのシナリオ間の差分情報を抽出する手法を確立した． 

2. 差分情報を基にしてシナリオ A の例外シナリオや代替シナリオからシナリオ B の例外シ
ナリオや代替シナリオを生成する手法を確立した． 

3. これらの手法に基づいたシステムを試作した． 
4. 試作したシステムの評価実験を行い，手法とシステムの有用性を確認した．また試作シ
ステムの改善点を洗い出した． 
 

研究成果の概要（英文）： 
1. We established a method of generation of differential scenario information between 
two scenarios (say, Scenario A and B) written with a scenario language named SCEL. 

2. We established a method of generation of Scenario B’s exceptional scenarios and 
alternative scenarios using both Scenario A’s exception scenarios and alternative 
scenarios and differential scenario information between scenario and B. 

3. We have developed a prototype systems based on the above two methods 
4. We have evaluated the prototype systems through an experiment.  
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１．研究開始当初の背景 

シナリオを用いてシステムの振舞いを明

らかにし，システム開発を行う手法は，特に

要求獲得の場面ではよく用いられている．シ

ナリオには正常な振舞いを表す正常シナリ

オに加えて，例外事象が発生した際の振舞い

を表す例外シナリオや代替系列を含んだ代

替シナリオがあり，システム全体の振舞いを

明らかにするには多くのシナリオを記述す

る必要がある．一般に，正常シナリオは記述

しやすいが，代替シナリオや例外シナリオに

ついては抜けが生じる危険性がある．そのま

ま開発工程が進んでしまうと，手戻りが必要

となり開発費の増加や開発期間の延長，場合
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によっては開発プロジェクトの失敗といっ

た事態を招いてしまう．またシナリオの質も

開発対象のソフトウェア製品に影響を与え

る．このようにシナリオの質と量がソフトウ

ェア開発の鍵となる．既開発のプロジェクト

で，高品質のシナリオがすでに用意されてい

る場合，それらを再利用できれば新規プロジ

ェクトにおいても活用できる．しかしながら

現状では再利用可能なシナリオを検索した

り，仮に検索できたとしても修正を手作業で

行ったりするために，効率よく・かつ正確に

再利用することができないという問題があ

る． 
 
２．研究の目的 

既開発のプロジェクトで，高品質のシナリ

オ群がすでに用意されている場合に，比較的

記述が容易な新規に開発するシステムの正

常シナリオを記述するだけで，新規システム

の例外シナリオや代替シナリオを既存のシ

ステムのシナリオ群を活用して自動生成す

る手法を確立する．これにより効率よくシナ

リオが作成でき，要求獲得の高品質化が可能

となる． 
 
３．研究の方法 

既開発のシステムの正常シナリオに対し

て，新規開発のシステムの正常シナリオを記

述する．次に，これら 2つのシナリオの差分

情報を作成する．この差分情報は 2つのシス

テムの本質的な差異(シナリオのイベント列

の未対応)と類似(イベント列の対応)，用語

の差異と類似を内包する．次にこの差分情報

を既開発のシステムの代替シナリオ群や例

外シナリオ群に適用することによって，新規

開発のシステムのシナリオ群を自動生成す

る． 

以下の図では既開発の航空券の販売シス

テムと新規開発の列車予約システムを想定

している．航空券販売システムでは座席予約

を現金で支払う正常シナリオの他に，カード

払いや割引の代替シナリオ群，予約が失敗す

る例外シナリオ群が記述済と仮定している．

最初に，列車予約の正常シナリオを新規に記

述し，航空機の座席予約との差分情報を得る．

次にこの差分情報を航空券販売システムの

代替シナリオ群や例外シナリオ群に適用す

ることによって，列車予約システムのシナリ

オ群を自動生成する． 

このような考え方に基づいて，2 つのシナ

リオ間の差分情報を抽出する手法と差分情

報を適用して，新たなシナリオ群を得る差分

情報適用手法を開発する．また手法に基づい

たシステムを試作する．さらに，評価実験を

行い，手法と試作したシステムを評価する． 

 
４．研究成果 

(1) 当初に予定した，シナリオ言語 SCEL で

記述された2つの異なるシナリオ(シナリオA

とシナリオB)を入力として2つのシナリオ間

の差分情報を抽出する手法を確立した． 
(2) 差分情報を用いてシナリオ Aの例外シナ
リオや代替シナリオからシナリオ Bの例外シ
ナリオや代替シナリオを生成する手法を確
立した． 

(3) これらの 2つの手法に基づき，それぞれ

システムを試作した．次ページ上部に示した

図は試作したシステムでの 2つのシナリオの

差分情報の抽出結果を示している． 

また，次ページ下部に示した図は試作した



システムにおいて、あるシナリオに差分情

報を適用し，新たなシナリオを生成する様子

を示している． 

加えて，試作したシステムの評価を行った．

具体的には，シナリオ言語で記述された 2つ

の異なるシナリオ(シナリオ A とシナリオ B)

をシステムへの入力として差分シナリオが

正しく生成できることを確認した．また，差

分シナリオをシナリオ Aの代替シナリオ群や

例外シナリオ群に適用することによって，シ

ステム B の代替シナ

リオ群や例外シナリ

オ群が正しく生成で

きることを確認した． 

さらに，シナリオ A

とシナリオ B に相当

する 2 組を，図書館

システム，CD レンタ

ルシステム，列車予

約システム，飛行機

予約システムといっ

た，異なる種々のシ

ステムのシナリオに

置き換えて適用し，

それぞれのシステム

が共に問題なく動作

することを確認した． 

 一方，差分シナリ

オを抽出するシステ

ムの問題点として，2

つのシナリオ間の差

分が具体的にどのようなものか分かりに

くいことがシステムの評価実験を通して明

らかになった．このため差分シナリオを直感

的に把握できるように差分シナリオを次ペ

ージに示した図のようにビジュアライズす

る手法の研究を進めている．差分シナリオの

ビジュアル化手法を確立した上で，その手法

を実装し，上記のシステムと連携させること

によって，より使い勝手の良いシステムとな

ることが期待できる． 
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